
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

高崎市家庭教育支援チーム 

 （呼称：月・木お話の会） 

  

 

②活動拠点 高崎市中央図書館 

③活動範囲 高崎市 

④組織体制 

 

  ２０ 人 

 

 

⑤活動開始年度 平成７年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

西山 和子 

（TEL）090-9677-7401  （E-mail）koro7414@gmail.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○おはなし会の開催 

乳幼児からさまざまな年代の子どもたちまで、親子でふれあいながら、穏

やかでゆったりとした時間が過ごせるよう、絵本の読み聞かせやわらべう

た、手遊びなどを行っています。中央図書館内にある『おはなしの部屋』で、

毎週月・木曜日、第２土曜日、第４日曜日の 30 分間、開催しています。 

また、「おはなし会」に参加した方からの絵本についての質問等にも対応

し、親子への学びも提供しています。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

○継続して参加してくれる親子も多く、参加者の声からも、図書館での読み

聞かせだけでなく、家庭でも絵本を通した親子のふれあいの時間が持た

れていると感じます。また、沢山の絵本にふれる機会、手遊び、わらべう

たなど、親子のスキンシップの一助にもなっています。 

○活動を始めて 20 年近くなり、メンバーは「お話の会」で身につけたスキル

をそれぞれのフィールドで地元に還元すべく、読み聞かせの活動に取り

組んでいます。読み聞かせの普及にとどまらず、親子の絵本への関心を

高めていると考えています。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


